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      愛媛に元気なこどもの声 

 OLC吉備路の機関誌2008･2には、開館10年を向かえた温泉

を中心とした保養・健康施設「クワハウス今治」が開催した第9回

クワハウス今治オリエンテーリング大会に参加した奥村理也さん、

西原隆さんの、大会の盛況ぶりを伝える報告が掲載されてい

る。 

 2005年の大会はホームページ「森を走ろう」によると300名の参

加であったが、今年は、個人の部で優勝された奥村

理也さんによると700名を越えたという。元気な小学

生が会場いっぱいに走り回っていました。 

 どうしてこのように人気が継続・増進しているのか、

運営を行っている愛媛県オリエンテーリング協会の

工夫はどこにあるのかは「O-News」に載っていますの

で、http://www.o-news.net/ から画面下方の

Archive 2008 2をクリックしてみてください。 

（小野盛光） 

 

インストラクター 
 

2月3日長野県小谷村でスキー合宿中の愛知県の

学生２人が雪崩で巻き込まれ死亡した事故で、引率

講師がスキーインストラクターの資格を持っていなか

ったことがわかったとの新聞報道があった。スキーの

インストラクターは「指導員」と「準指導員」の2種類が

あり、いずれも実技と筆記の試験を受ける前にスキー

の基礎理論や指導実技など計40時間の講習を受けなければな

らないことになっている。この中で雪崩のメカニズムや被害実例

の紹介、巻き込まれた時の対応について学ぶ。実際に指導する

ときにインストラクターの資格は必要ないが、全日本スキー連盟

は「技術だけではなくスキーに関するさまざまな知識を身に付け

て欲しい」と資格の取得を呼びかけている。 

オリエンテーリングでは折角取得した資格を放棄される方が

後を絶たないが、指導員としての必要な知識を補っていくため

の情報提供や処遇で、指導員とそうでない人との違いを明確に

していく必要が迫ってきている。ただしオリエンテーリングの世界

では資格を持っていないが、十分指導力のあるかたも多く、この

方々に支えられている部分も少なくないことも念頭において対

処していく必要がある。 

 

おしえて「生きがいづくり」 
愛知県豊田市の広報に三河オリエンテーリングクラブの新

見守さん（66 歳）が紹介されました。以下広報から抜粋です。 

体力だけではなく地図を読む力がないと勝つことができな

いスポーツ、「オリエンテーリング」をご存知ですか。地図とコ

ンパス（磁石）を頼りに山野に設置されたいくつかのチェックポ

イントと決められた順に通過しゴールまでの時間を競うスポー

ツです。 

今回は平成 19 年 11 月に茨城県で開催されたねんりん 

ピックで愛知県代表チームの一員として見事優勝を 

 

果たし厚生労働大臣賞に輝いた 新見さんを訪ねました。 

 「瞬時に判断力が必要となるスポーツです。でも正確に地図

を読み取れば間違いなく次へたどりつけるところにオリエンテ

ーリングのおもしろさがあります」と新見さん。オリエンテーリン

グで使われる地図は、道のないところを走るときに目印となる

等高線、岩や穴、小さな崖などが細かく記号により表されてい

ます。この情報をいかに早く、正確に読み取り、利用するかが

勝負の決め手になります。 

3 月に大阪で開催される全日本オリエンテ

ーリング大会に出場予定とのこと。週3回は

近くの公園などで、ペース配分やアップダ

ウンをイメージしてトレーニングをしているそ

うです。 

 

「O-談注意」 
クラス名は日本語で 
 以前は大会ではM21B とかW45A とか称

しているクラス名を新聞に成績が掲載され

るときには男子 21 歳以上中級とか女子 45

歳以上上級と書かれることにひどく抵抗を

感じ、オリエンテーリングがもっと一般的に

なれば M２１B と書いてもらえると思ってい

たが、最近この記号によるクラス名は一般

社会には通じにくいと感じるようになった。

記号の意味がわからないことには、新聞に

掲載されても一般の人にはピンとこないし、オリエンテーリングを

ますますとっつきにくいものにしている気がする。大会要項でも

表のように「性別」「レベル」「年齢」を併記するなら、そのままクラ

ス名にしたほうがわかりやすい。カテゴリーの呼び名でよく耳に

するものに柔道、レスリング、ボクシングなどがありこれらは４８ｋｇ

級とか無差別級という表示がされ、テレビなどでもこのようなクラ

ス名で報じられている。市民レベルのランニング大会では１０ｋｍ、

５ｋｍなどの距離表示と中学生、40 歳以上などの年齢表記を組

み合わせている。 

 ★要項における従来のクラス記載 

 男子 女子 

中級 M21B（21歳以上） W45B（45 歳以上） 

初心者 MN（年齢無制限） WN（年齢無制限） 

 ★記号をやめると 

男子 21 歳以上中級 女子 45 歳以上中級 

男子初心者 女子初心者 

 新聞報道でもいちいち記号を翻訳しなくてもいいし、要項を誰

が読んでもわかりやすいと思いませんか？ 強いて難点をあげ

れば申込書の記載にちょっと手間がかかるということでしょうか。 

皆さんのお考えは・・・・・。（三河屋森平） 

  このコーナー（Ｏ－談注意）に対する皆さんのご意見も紹介して 
いきます。お待ちしています。（送付先は封筒表面参照） 

 


